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1. NECの安全保障事業の位置づけ
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安全保障事業を取り巻く環境

力による現状変更の脅威が増大、国際社会の緊張の高まり

経済安全保障、サイバーセキュリティを加えた安全保障政策により事業機会が拡大

ʿ ־ ˮ ṍ ־ ὓᵊˢ 31 ˙ 35 ˣτνΜο˯ˮ ־ ὓᵊτνΜο˯

̞2 θτ ρσϥⱧỘτἰϥἸ ᶛˢ Ὧ ˣ

安全保障政策

防衛政策
防衛力の更なる強化に向けた検討
防衛装備の海外移転機会増

経済安全保障政策
基幹インフラの安全性・信頼性確保
先端重要技術開発（宇宙､海洋､量子､AI等）

サイバーセキュリティ政策
安全保障の文脈でデジタルインフラの安全性確保
に向けたセキュリティ高度化（ACD※1等）

中期防衛力整備計画
ˢFY19-FY23ˣ

防衛力整備計画
ˢFY23-FY27ˣ

2.5倍 43.5兆円※2

17.2兆円※2

̞1 ACD [Active Cyber Defense]ʿ ЂϱН˔ Ὲ
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デジタル
インフラ
事業

NECの安全保障事業

防衛・航空宇宙・通信の豊富なドメインナレッジと先端技術を統合した高い信頼性の

社会インフラソリューションを提供し、安全・安心な社会の実現に貢献

航空
宇宙

宇宙
人工衛星、関連地上システム、
衛星運用サービス

JAXA､内閣府､内閣官房
国内/海外宇宙関連企業

航空
航空管制システム、
航空管制レーダ

国土交通省航空局

通信

地上
通信システム、
業務/運用管理システム

国内通信事業者
海外通信事業者

海洋 海底ケーブルシステム
通信事業者

コンソーシアム

IT・ネットワーク・センサシステム
防衛省、関連機関
海外軍組織

サイバー
セキュリティ

AI

防衛事業

＝FY25  ANS（Aerospace and National Security ）担当事業

製品サービス事業領域 顧客 技術アセット
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ノンコア事業

テレコムサービスBUの事業改革について

ネットワークインフラ事業は、経済安全保障領域と位置づけ、収益性を改善させ、事業継続

但し収益性の改善が見込めない事業は整理縮小し、リソース・アセットを継続事業や他の安全

保障事業領域へシフト

̞FY24ם τνΜοψʺ Ẩḩ  Ϣό׃ ᵠᶗ ψ Ψ
̞FY25ᾋ ΰτνΜοψʺIR χBUᵫꜘ ψ 3600ᴑדʺ ῇְỘ ʻGAPד350ᴑ׃ ψʺЈϽЮрЕπχзІϼϯкϳϯрІρΰο Ϥ₅ϙ

テ
レ
コ
ム
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
Ｕ

FY24
売上実績
（調整後OP率）

FY25
売上見通し
（調整後OP率）

1,900億円
（6％)

1,800億円
（9％)

2,200億円
（12％）

2,200億円
（13％）

ネット
ワーク
インフラ
事業

テレコム
ITサービス
事業

事業改革の方向性
改革・再編後
調整後OP率

経済安全保障領域として、事業改革

10%以上
（FY26~）

20%程度
（~FY30）

M&A等を梃に
グローバルフットプリント拡大

無線基地局既存事業 海外向NW機器再販

無線基地局新規（vRAN※1）関連事業
モバイルコアネットワーク※2

固定ネットワーク※3
̞1  vRAN [Virtual Radio Access Network]
̞͎ Ϭ ʾḚ ΰʺД˔Ќ Ϟ Ϭӗ

ΤνІЭ˔ЇτνσΩ ᶤϬ ΞЄІГЭ
̞3  ᾧ ᴝ ΣϢόΊ ЄІГЭ
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2. 安全保障事業の概要
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防衛事業 デジタルインフラ事業
航空宇宙 通信

֓ ệḗ♪
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ἋʾЬЂϱи ЄІГЭ־
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本日の説明範囲 ～ANSの事業～

NECの安全保障事業「防衛事業」および「デジタルインフラ事業」のうち、

本日は、ANSが担当する防衛・海洋・航空宇宙の取り組みについてご紹介

Ø NEC Corporation 2025 9

本日（次ページ以降）の説明範囲

防衛事業 デジタルインフラ事業

航空宇宙 通信

航空 宇宙 海洋
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FY22 FY23 FY24 FY25 将来 FY22 FY23 FY24 FY25 将来

ANS 業績進捗と目標

־

ДЅЌиϱрТж

־

ДЅЌиϱрТж

環境変化を追い風に受注は伸長。防衛の安定した受注獲得と海洋等の事業機会増を見込む

事業機会を確実に掴み、将来にわたり安定成長を果たす

ם ᾋ ΰ 目標

CAGR10%
FY22-将来

5,000 億円

ם ᾋ ΰ 目標

受注高 売上高



Ø NEC Corporation 2025 11

2-1.防衛事業

Ø NEC Corporation 2025 11
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防衛事業

陸・海・空の従来領域から宇宙・サイバーセキュリティ・電磁波の新領域まで、

IT、ネットワーク、センサを活用した  ミッションクリティカル※   なシステム等を提供

クラウドシステム

防空・ミサイル防衛システム

指揮統制システム

無線通信

衛星通信

ネットワークマネジメント

音波センサ

電波センサ

光波センサ

̞ЬАЄдрϼзГϰϸиσЄІГЭʿ24Ⱳḧ365 ʺ♁ϘϥάρΥẨήϦσΜ “τ ᴦὧσЄІГЭ

ネットワークIT センサ
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実績－IT関連事業－

航空機・ミサイル等の脅威の監視から迎撃の統制、防衛省・自衛隊の意思決定・

行動サイクルを支えるシステム等、プライム企業として多数の貢献実績を持つ

防空・ミサイル防衛
システム

ロジスティクスシステム

指揮統制システム

クラウドシステム

インテリジェンス

サイバーセキュリティ
クラウドシステム

防空・ミサイル防衛
システム

指揮統制システム

IT
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実績－ネットワーク関連事業－

防衛省・自衛隊の活動に不可欠な継続的な通信を確保するシステム・装置を提供

対妨害・秘匿性・広範囲・耐環境などの強みを持ち、有事だけでなく大規模災害派遣時にも真価を発揮

| 無線通信：野外通信システム

| 衛星通信 | ネットワークマネジメントシステム

ネットワーク
マネジメント

無線通信

衛星通信

ネットワーク
| 無線通信：作戦用ネットワークインフラ
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実績－センサ関連事業－

音波、電波、光波の技術による各種センサのシステム・装置の実績あり

水中から宇宙まで自衛隊の作戦遂行に不可欠な情報収集、状況把握の実現に貢献

音波センサ

電波センサ

光波センサ

センサ

ʿ‚Ἃꜛ־ ϳϴУЂϱЕ

| 音波センサ：ソーナー | 音波センサ：ソノブイ

| 電波センサ：航空警戒監視/航空管制

Δ

| 光波センサ：暗視装置

https://www.mod.go.jp/asdf/about/role/role04/page05/index.html
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NECのポジション

FY21 FY22 FY23

1位 A社 A社 A社 A社 14,567 238

2位 B社 B社 B社 B社 6,383 133

3位 C社 NEC NEC C社 4,956 139

4位 NEC C社 C社 NEC 3,117 282

5位 D社 D社 D社 D社 1,736 144

契約額
（税込/億円）

契約件数
（件）FY24

防衛装備庁中央調達契約全体では 3位～4位 を維持
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NECのポジション

ICT領域におけるトップ企業。IT・ネットワークの情報処理やセンサによるセンシング等、

防衛省の 脳・神経・目 として、状況認識の強化や指揮統制・意思決定に貢献

C社 NECA社

防衛企業のポートフォリオ例 NEC調べˢFY24 ־ Ἰ״ ᶛϬṁ τ ꜛπ▄ ˣ

D社

ミサイル・
搭載機器

IT・
ネットワーク

陸 海 空 統

IT・
ネットワーク・
センサ

全自衛隊領域での
指揮・統制・通信・情報システム納入実績

̞Bּזψ‚ἋṐ χḼỘχθϛṜ∏

IC
T

領
域

ネットワーク

センサ

IT

ネットワーク

センサ

IT

ネットワーク

センサ

IT

ネットワーク

センサ

IT

ミサイル、
艦艇・戦闘機・
車両
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NECの強み

IT・ネットワーク・センサの技術にそれらを組み上げるシステム構築力、

宇宙・AI・サイバーセキュリティ等の先端技術との融合、防衛の要を支えてきた豊富な実績

防空・ミサイル防衛システム

JADGE※2

̞2 Japan Aerospace Defense Ground Environmentʿꜛ ὕᵞḚ ЄІГЭ

ʾ ἋρЬЂϱи ־ χḗ♪Τϣ
ὝὢϘπϬ βϥ ᵦ χЄІГЭ

ʾ24Ⱳḧ365 ֫

作戦用ネットワークインフラ

TNCS※1､見通し外通信
̞1 Tactical Network Control Systemʿ⌠ ᵕ ЄІГЭ

ʾ χᵕ Ϟ ᴟϬם☼

ʾ χ ρ πΦϥʺ ᵦπϜ
ΰΤזּ ΰσΜ ẩ Ṫ

迎撃ミサイルミサイル

戦闘機、イージス艦艦艇・航空機等

警戒管制レーダ

FPS-7、TPS-102
ʾІГиІ ṐϞ ṓίᵰϬ μο

βϥ ЬЂϱи Ϭᶎםτ

ʿ
‚Ἃꜛ־ ϳϴУЂϱЕ

ネットワーク

センサ

IT サイバー
セキュリティ

統合防空ミサイル防衛への貢献事業の一例

https://www.mod.go.jp/asdf/about/role/role04/page05/index.html
https://www.mod.go.jp/asdf/about/role/role04/page05/index.html
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成長戦略１ －重点領域－

防衛政策を追い風に事業を拡大。強みを活かし、統合防空ミサイル防衛能力、

領域横断作戦能力、指揮統制・情報関連機能に注力

防衛三文書※1重視する能力とNECの注力領域防衛関連予算

̞ θτ ρσϥⱧỘτἰϥἸ ᶛˢ Ὧ ˣ

ṍ ־ ὓᵊ
ˢFY19-FY23ˣ

־ ὓᵊ
ˢFY23-FY27ˣ

2.5倍
政府

43.5兆円̞

17.2兆円̞

防衛装備庁中央調達契約額

FY22 FY24

3.3倍

NEC

3,117億円

944億円

̞1 FY22τ ήϦθ⁯ᴪӗ ʺ⁯ᴪ ־ ʺ ־ ὓᵊ
̞2 dΥ⁯ϒχ ῼ Ϭ ṍʾק π ♁ʾ ᴦ ρβϥ

ІЌрЖʾϷТ ־ ̞2

統合防空ミサイル防衛能力
ἋʾЬЂϱи ЄІГЭ־ й˔Ѝ

無人アセット防衛能力
ꜛ Ẹ Ὲ ᴝố

指揮統制・情報関連機能
◙ṉ ЄІГЭ

機動展開能力
кЅІГϰϼІЄІГЭ

持続性・強靭性
Ӳⱱ

領域横断作戦能力
֓ ệḗ♪ ЂϱН˔ЈϺвзГϰ
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成長戦略２ －グローバル展開－

地政学的な緊張が高まるなか、同盟国・同志国との連携強化に資するアセットにより

グローバル展開を拡大

ᾋ ΰᵰ
ЀрЪ˔КрЕ

( ӛ )

デュアルユース製品の拡販

Ый˔ЄϯἋἫΰΪ
‚ἋḚ й˔Ѝ˔

FY24

⁯ḼỘΰΪ
TACAN̞ϯрГЗ

FY24

̞Tactical Air Navigationʿ ‚

政府方針に基づく装備移転
ˢ ־ ӱ ╣ᾖ ˣ

ϱрЖᵤἫΰΪ
›Ἃ

ˮUNICORN˯
ˢ ӛ ˣ

ϱ˔ЅІḠΰΪ
Ṁ

FY18

Ϸ˔ІЕжзϯᵤἫΰΪ
ⱳṍ ТзϿ˔Е ∏ṐṀ

FY26
(Ἰ )

ʿᵤ ־ꜛ ϳϴУЂϱЕ Ø NEC Corporation 2025 20

https://www.mod.go.jp/msdf/equipment/ships/ffm/mogami/
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ジオデシック FY25  出資セラフィム  FY24  出資

変化への適応

スタートアップのイノベーションを取り込んだ
スピーディなソリューション開発

競争力の強化

安全保障に資する革新的技術の発掘・獲得

成長戦略３ －スタートアップ連携－

宇宙・防衛領域における米国および欧州ベンチャーキャピタルのファンドに出資

スタートアップの技術革新を戦略的に取り込み、NECの事業・技術とのシナジーを創出
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成長戦略４  －リソース強化－

事業成長の実現に向けてリソースの増強を計画

AIの活用やサイバーセキュリティ強化により、サプライチェーンを最適化

https://www.youtube.com/watch?v=gqHWvmCKXo4

ᵊˮЊжϬ◦ΠϥNEC -short version - [NEC῝꜠]˯
00:40ϢϤЕзЬрϽ

人員の増強

中計期間中に40％増員

今後、需要拡大にあわせ増強を計画

約1,600人 増員

FY25Ϙπτ

̞┌ ϢϤ+400

Ø NEC Corporation 2025 22

中計期間中に30%増床

今後、更に約2万㎡の増強を計画

ANSχ ▀Ấ πΚϥ Ỹτ Ϭ ˢFY24ᴶ ˣ

生産設備の増強

約50,000㎡ 増床

FY25Ϙπτ

https://www.youtube.com/watch?v=gqHWvmCKXo4
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2-2. デジタルインフラ事業

Ø NEC Corporation 2025 23
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(1) 海洋 事業概要

海底ケーブルは、大陸間通信の99%を支える国際ネットワークの重要なインフラ

NECは主要機器を国内で製造し、設計･開発から敷設工事まで一貫して提供

中継システム

無中継システム

| 分岐装置

海底ケーブルの
特徴

大容量

長期寿命

高信頼

| 中継器

| ケーブル
| 敷設工事

| 伝送装置| 給電装置
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(1) 海洋 NECの強み

NECは、海底ケーブル事業のグローバルシェア 上位三社のうちの一社

アジア・太平洋の海域で豊富な敷設実績と最先端光通信技術による大容量通信が強み

世界初マルチコアファイバーケーブルを商用化し
大容量化を実現

マルチコアファイバー

60年間で合計40万km、地球10周分の敷設実績
特にアジア・太平洋海域の実績が高い

2025年 Candle受注獲得
日本とシンガポールを結ぶ アジア地域内光海底ケーブルシステム

海底ケーブルの売上シェア (FY11～FY24)

A社
36%

B社
30%

その他
    9%

NEC ϓ

NEC
25%

NEC
25%
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(1) 海洋 成長戦略

SNS・AIの普及や安全保障に係る重要度増等を背景に、海底ケーブル市場は伸長

日本に拠点をもつ地理的メリットと大容量通信の優位性を活かし、市場シェア35%を目指す

海底ケーブル市場規模

AI・クラウドなどによる通信帯域需要の
爆発的な増大により、年5,000億規模に拡大

億円
3,000

̞1Жи˹150דḊ▄ NEC ϓ

~FY24

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30 FY31 FY32

市場の半数以上をアジア・太平洋で占めると予測

地域別比率(FY25 -FY32)

53%

FY25-32 

過去10年

約45%

他 21%

大西洋
16%

北中南米
10%

アジア
37%

太平洋
16%

アジア・太平洋比率

5,000
FY25~

億円
5,000
FY25~

億円
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(2) 航空宇宙 航空事業概要

地上から宇宙利用まで、高精度な航空管制ソリューションを提供。地上センサは国内シェアNo.1

管制の高度化で、最適な航空運航と24時間365日 航空機の安全運航、定時運航を実現

地上センサ 衛星活用センサ

̞1 ARTS [Automated Radar Terminal System]ʿЌ˔ЬЗий˔Ѝ˔ ЄІГЭ ̞2 ILS [Instrument Landing System]ʿὓṀ
̞3 VOR [VHF Omnidirectional Radio Range]ʿ ΰ꜠ ꜡☼
̞4 DME [Distance Measuring Equipment]ʿẩ

航空交通情報
交換処理システム

統合管制情報処理
システム

ARTS※1

管制情報装置 衛星航法補強システム空港監視レーダ 精測レーダ

ILS※2 VOR※3/DME ※4

IT
国交省航空局、防衛省･自衛隊

センサ
国交省航空局、海外政府

ʿ⁯ ῖ

ʿqzss.go.jpχᵊ ϬϜρτNEC⌠

ʿqzss.go.jpχᵊ ϬϜρτNEC⌠

https://www.mlit.go.jp/common/001000915.pdf
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(2) 航空宇宙 宇宙事業概要

日本発の人工衛星から半世紀以上、約80機の実績。様々な種類の衛星開発だけでなく、

地上システムや搭載機器も対応し、宇宙に関わる全てのアセットで豊富な実績

センサ・
ネットワーク

地上システム 利用システム＆サービス
衛星通信アンテナ
追跡管制局・管制室

衛星画像利用
（インフラ維持管理、防災減災）

IT

地球観測衛星
ASNARO※1

小惑星探査機
はやぶさ2

ØJAXA

気候変動
観測衛星
しきさい

光衛星間
通信システム
LUCAS※2

光学・電波センサ
光学センサ

ネットワーク
探査

ØJAXA

ØJAXA

̞1 ASNARO [Advanced Satellite with New system Architecture for Observation]
̞2 LUCAS [Laser Utilizing Communication System]

ØJAXA

ằʿ ᶕ ֓ ᵫ Ⱨ ộ
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(2) 航空宇宙 NECの強み

IT・センサ・ネットワークの技術にそれらを組み上げるシステム構築力、

航空と宇宙やAI・サイバーセキュリティ等先端技術との融合、航空宇宙における豊富な実績

衛星航法
補強システム

GPS χ ‹῏₯Ϭ Τϣ ếβϥ‰ σ־ ‚ ЄІГЭϬםᾝ

2025年羽田空港で正式運用開始

電離圏の影響を監視・補正する世界唯一の技術を強みτ ᵦᶆ⁯ϒ ӛᵫ◐

ⱧỘχԁ ‰ σ‚ ЄІГЭϒχ‟ᾅ

ITシステムとセンサを組み合わせ
日本中の空の管制をつなぐ

航空 宇宙
日本の衛星測位システム「みちびき」の衛星搭載測位システムと
地上局の開発・製造から、衛星管制・維持運用までを担当
世界に先駆けた高精度で安定したサービスを実現

ʿqzss.go.jpχᵊ ϬϜρτNEC⌠
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(2) 航空宇宙 成長戦略

電離圏の影響を監視・補正する世界唯一の技術を強みに、

需要が見込まれる東南アジア・中東市場へ拡販し、デジタルインフラ事業を拡大

Ø NEC Corporation 2025 30

־ ‚ ếЄІГЭˢGBASx Ṑ∙
ˢ֕ Ἃ )

衛星航法補強
システム GBAS※活用の

メリット

飛行時間の短縮

燃料消費の削減

設備コストの削減

東南アジア・中東地域での
需要の高まり

就航数の
増加要望

燃料の
効率化

FY24にタイでの実証実験も完了
東南アジアの電離圏環境にて実現性を確認

̞GBAS{Ground Based Augmentation System}
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(2) 航空宇宙 未来に向けて

FY05 FY14 FY20

世界初
宇宙光通信

微弱光通信
将来に向け、
量子鍵交換通信の
ための要素実験

海底光ケーブル
技術適用
世界に先駆け実運用システム
の軌道上動作成功

Ϭᾋ Πʺ

10Gbpsの
ネットワーク対応

宇宙における高速通信時代を見据え、光通信の技術開発に取り組み社会に貢献する

Ø NEC Corporation 2025 31

GEO
静止衛星
(～40,000km)

LEO
低軌道衛星
(～1,000km)

ALOS3&4(JAXA)
(2022 )

HICALI on ETS-9
(NICT) (2026ӟ‭ )

ESA(ᴆ ֓ Ṑḩ):
ARTEMIS

地上

LUCE (JAXA)
on OICETS

LUCAS (JAXA)
on ODRS

SOTA (NICT)
on SOCRATES

10Mbps
@1.55ѧm

50Mbps

光ターミナル
小型化

100Gbps超の

ネットワークが主流になる
高速通信時代
（衛星コンステレーション）

50Mbps 1.8Gbps 10Gbps

FY25 πχΊἋḧ π⁯ Ω

10km超
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ⱧỘ־ ДЅЌиϱрТжⱧỘ

NECはIT・ネットワーク・センサを通じ
日本の安全保障に貢献するとともに、
事業の面でも飛躍的な成長を目指します

Ø NEC Corporation 2025 32
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Aerospace and National Security (ANS) movies | NEC

事業領域の関連動画を
公式サイトで公開中

Ἷ∏ ᵊˢԁ ˣ

Ø NEC Corporation 2025 33

https://jpn.nec.com/solution/space/ans-movie.html?cid=bu-introduction


IR室 ver.1.6
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Appendix 本資料における用語の意味

区分 名称等 説明

־

ἋʾЬЂϱи ЄІГЭ־ ἋρЬЂϱи ־ τνΜοḗ♪ΤϣὝὢϘπϬ βϥʺ‚Ἃꜛ־ τΣΪϥ⌠ “χ₃ḅЄІГЭʻ

◙ṉ ЄІГЭ Ⱳʾ ⱧϬ αʺꜛ־ χᶆ “ τΣΜοʺ◙ṉḂχ ệ ʾӪ◘Ὠ ʾ Ϭ › τ◦כβϥЬАЄдрʾϼзГϰϸиσЄІГЭʻ

ᵰ ЄІГЭ ־ꜛ χ ʾ◖ χ◙ṉʾ ʾ χθϛχ ϬὋ τᶎ βϥʺ ᵰχẶ ṁ ʻ

⌠ КАЕм˔ϼϱрТж ⌠ ֫ τ ρσϥʺ ʾ ʾКАЕм˔ϼЫКЅЮрЕσςχКАЕм˔ϼϱрТжʻ

־ ᵤᵰ ῲӽπᶨ βϥ χ◙ṉ τ► βϥ ־ ϞʺḠ τ ∏βϥ־ Ṁ∙ʻЈϺвϯΤν֫ Ὃ χ‰Μ Ϭםᾝʻ

КАЕм˔ϼЫКЅЮрЕЄІГЭ КАЕм˔ϼχḗ♪ʺ Ὲʺ σςϬԁᾕ τ“ΞЄІГЭʻ

Њ˔З˔ ΊϞ Υ ΦτΨΜ ᵤπʺᴝ Ϭ►Μ ḠσςχỌӧ Ϭ ӃβϥЈрЂʻ

ЊЛУϱ ‚ἋṐΤϣᵤ τ ᴞΰο► βϥ ἷχЊ˔З˔ ʻ

‚Ἃὕᵞḗ♪ʺ‚ἋḚ ‚Ἃὕᵞḗ♪ʿЬЂϱиϞ‚ἋṐ Ϭקẩ Τϣ βϥθϛχй˔Ѝʻ ‚ἋḚ ʿ “ τ ήϦϥʺ‚ἋṐχ Ϭ◦כβϥй˔Ѝʻ

Ӛ♪ ᵰ Ϭ ΰʺ Ϭḇ ΰοֳ ᴟβϥ ʻ Ϭ ϩγʺϘθנϞ σςχӂ ὯᴞπϜ Ϭ꜡ ʻ

‚Ἃ

‚Ἃῖ ῖḊ ЄІГЭ ‚ἋḚ ṐḩϞ‚ἋᵓּזʺἋ ᵓּז χḩἰּיτϢϥ Ặ Ϭ῟ ᴟήδϥθϛχЄІГЭᴅ σ Ḛ χ▫ ϙʻ

›Ḛ ЄІГЭ Ḛ Ộ Ϭ◦כβϥθϛχЄІГЭʻ “ὓᵊ ʺй˔Ѝ˔Ϟ Ῥ־ Τϣχ‚ἋṐӡ ʺṓ ϬзϯиЌϱЭτ ΰο‚ἋḚ Ḃ τ ằʻ

Ḛ Ḛ τ‚ἋṐχӡ ϬꜘβЄрЩиτᴥΠοʺֽ ⱫτϢϤ χ Ϭ ꜘβϥЄІГЭʻ

Ἃ ḗ♪й˔Ѝ Ἃ Τϣ 110kmӟ χ‚ἋṐχӡ σςϬ βϥ ʻ ʾ Ṑχ Ϟ‚ἋṐḧχḧᶖ σςτ► ʻ

й˔Ѝ ᶪ τ βϥ‚ἋṐϬḚ βϥй˔Ѝʻ

ILS ‚ἋṐΥӗ τ βϥθϛχ Ѐ˔ІϬ‚ἋṐχὓṀτꜘβЄІГЭʻ

VOR/DME “ χ‚ἋṐτ ӡ ρẩ Ϭ ằβϥ ʻ

־ ‚ ếЄІГЭ GPSϬ ΰο‚ἋṐχ Ϭ◦כβϥ ЄІГЭʻ

֓

ЄІГЭ Ῥ־ χḚ ϞД˔Ќχ Ϭ“Ξ ộЄІГЭʻ

ЄІГЭ̍Ђ˔РІ ־ ΥḢ βϥ σД˔ЌϬ ᵔ ΰʺ г˔Ѓϒᵊ ϞЂ˔РІϬ ằʻӗ ʺ Ẕṛ χḕẽ ᵔὨʺⱢᾛ ₰ʺ←ᵲⱲ ệ Ӄ τ‟ᾅʻ

ẔḢ ־ ˮASNARO-1˯ˮASNARO-2˯ ←ᵲḗ♪ʺ ◕ʾ χ ӃʺⱢᾛ ₰σς τᶨ ήϦϥ ẔḢ ־ ʻASNARO-2ψʺNECΥᵫ ʾ Τϣ֫ ʾᵊ ằϘπϬԁḤΰοם☼ʻ

ṓῙ Ḣ ־ ˮΰΦήΜ˯ ṓῙ χ Ϭ ᴟβϥθϛχ־ ʻ Ẕχ ῲΜ χΊϬ ṍḧʺὋ ΰο ϓʺṓῙΥςχϢΞσЮϸИЇЭπ ᴟβϥΤṁ Д˔ЌϬ ʻ

ΊД˔Ќḧ ὋЄІГЭˮLUCAS˯ ṟ ־ ˖ ־♁ ḧχʺ 40,000kmϬΊ π χД˔ЌϬ ʻ1.5ѧmχ τΣΜοχ ᵦΩ ˮ 1.8Gbps˯χΊ־ ḧ Ϭםᾝʻ

₰ṐˮψϞϐή2˯ ẔΤϣ 3ᴑϺк Ϧθ χ ˮϤϟΞΩΞ˯ΤϣЂрФиˢ ◓ˣϬ⅜︡ΰ Ẕϒṍḧΰθ ₰Ṑʻ χ ϬᵔΨ︣ΥΤϤϬ ϥάρΥ ʻ

Ί־ ḧ ṐṀˮLUCE˯ ṟ ־ ˮOISETS˯ ∏χΊ־ ḧ ṐṀʻ ־♁ ˮARTEMIS˯ρχḧπχ ΰχΊ τ ᵦπ ϛο ῞ʻ

‰ Ί ṐṀˮHICALI˯ ДЅЌи χם Ϭ ρβϥˮṪ ♯ᾓ־ (ETS-9)˯ ∏χΊ ṐṀʻ ♁ṟ ρ ḧπ ϤʾᴞϤ10GbpsẘχΊ־ Ϭם ʻ
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τḩβϥ Ӫ

Ɫ τṜ∏ήϦοΜϥ͚ͣ͘Ͻи˔ФτḩβϥỘ ʺ∞ ζχ Ὂְ τḩβϥ ʺᾋ ΰʺ ʺὓᵊ χ τḩβϥṜ ψʺ Υᾝזּ
∕ ︣ΰοΜϥ ΣϢό› πΚϥρ βϥԁ χ τṁξΜοΣϤϘβʻάϦϣχ ΣϢό ψʺζχ ל ʺ︠Ḣ Τν ᶎםπβʻ
ϘθʺΤΤϥ τḩβϥṜ ψζχρΣϤτםᾝβϥρΜΞ ψσΨʺם∑χỘ ψ ˑσ ԍτϢϤ ΦΨӰσϥᴦ ΥΚϤϘβʻζχ ԍ
χΞκʺ︠σϜχψӟᴞχρΣϤπβΥʺάϦϣτᾢϣϦϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

ʾ ʾЂ˔РІχ ӗʺל τḩβϥ χ

ʾ ЂϱН˔ЈϺвзГϰʾзІϼ

ʾ σ ∙Ϭᶎ πΦσΜзІϼ

ʾ ỘԌϬḯϛθНзв˔Ўϴ˔р χ ᾂᴿ ϒχ σ ᴂ

ʾ “ӮϞ ᵓὓʺᾤ ῐ χ Ӹ σςʺ σ Ⱨχ

ʾ ṓῙ ʺꜛ ←ᵲʺḕẽ χֲố

ʾ Ӯ ʾỲ χὊↄ χ ᴟ

ʾ ḼỘ ʾⱧỘ ὀΥ ῞ΰσΜзІϼ

ʾ ⱧỘ ᵫΰοΜϥ⁯ʾ ӽτΣΪϥ Ⱶʾּזᵓ

ʾ Ṫ ᶗ τϢϥֲốϞ ∞▀ᾂτḩβϥзІϼ

ʾ ꜛ ←ᵲϞОрДЬАϼχ χМЃ˔ЖʾзІϼ

ʾ ẵ ʺ Ḛ χӸ τḩβϥЀрФжϱϯрІ χ

τḩβϥṜ ψʺΚΨϘπϜ Ɫ χ τΣΪϥ πβʻ θσзІϼϞ ᶎ ԍψ Ⱳ α ϥϜχπΚϤʺζχ ϞֲốϬ β
ϥάρψ ᴦ πΚϤϘβʻϘθʺ θσ ʺ χⱧ ζχ τΤΤϩϣγʺ ΥάϦϣזּ τḩβϥṜ Ϭᾋ βρψᾢϤϘδϭʻ
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